
原産地規則が生産工程の配分にもたらす効果∗

溝口　佳宏†

一橋大学大学院経済学研究科博士課程

2005年 8月 25日

概 要

本稿では、原料から連続した生産工程を経て最終財が生産されるという状況の下で、自由貿

易地域が設定する原産地規則が、最終財生産企業の生産工程の配分にもたらす影響について分析

する。域外国の最終財生産企業の生産工程の配分は、中間財に対する関税率と最終財に対する関

税率の組み合わせに左右される。域内国の最終財生産企業については、生産工程の配分は最終財

に対する関税率に左右される。中間財に対する関税率が相対的に高い状況において、域内国政府

が制限的な原産地規則を設定すると、域外国の最終財生産企業は最終財生産の全工程を域外国で

行い、域内国に直接輸出する行動を選択するケースが生じる。また、域内国政府が設定した原産

地規則を満たすように各企業が生産工程を調整している状況において、中間財に対する関税率が

ある程度高い場合は、技術的に最適な生産工程の組み合わせを各企業が選択できるように原産地

規則を設定するのが、域内国政府にとって最適となる。
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